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人間形成学科

池田　充裕
Ⅰ．主な研究活動
１．学会発表

⑴　共同発表「シンガポールにおける学校改善の現状と課題－教員の職能開発と教員評価の実施につ
いて－」（共同発表者：金井里弥）発表種別：自由研究発表、日本比較教育学会第51回大会、2015
年6月13日、会場：宇都宮大学

⑵　共同発表「シンガポールの中等後教育の改革動向」（共同発表者：大脇康弘、南部初世）発表種別：
課題別セッション「『高等教育像』再構築の視点－他国における中等教育制度改革からの示唆」、日
本教育制度学会第23回大会、2015年11月８日、会場：奈良教育大学

２．報告書
⑴　共著「シンガポールにおける学校改善の現状－教員の職能開発と教員評価の実施について－」（共

著者：金井里弥）「アジアにおける学校改善と教師教育改革に関する国際比較研究」最終報告書、
平成24～26 （2012～2014）年度科学研究費補助金・基盤研究 � 課題番号24330230、研究代表
者：小川佳万、24-53頁（池田執筆担当：はじめに、１．教員制度の概要、２．授業改善の動向、３．
教員研修の動向、５．学校評価の内容と実施方法、おわりに）

４．科研費等研究
⑴　研究分担者「アジアにおける学校改善と教師教育改革に関する国際比較研究」平成24～26 （2012

～2014）年度科学研究費補助金・基盤研究 � 課題番号24330230、研究代表者：小川佳万
⑵　研究分担者「アジアにおける大学入試の多様化と高大接続プログラムの標準化に関する国際比較

研究」平成27～29（2015～2017）年度科学研究費補助金・基板研究 � （海外学術調査）課題番
号：15H05197、研究代表者：小川佳万

５．その他
⑴　地域研究交流センター企画研究事業「地域の公立学校におけるタブレット端末利用上の課題に関

する研究」（研究代表者：八代一浩）に共同研究者として参加
⑵　地域研究交流センター企画研究事業「山梨県の小学校における『外国語活動』の効果的運営に関

する実践的研究」（研究代表者：高野美千代）に共同研究者として参加

彙　　報

教員の主な研究活動・社会活動
（2015 年度）

＊ 2014 年度紀要掲載分以降（2014 年 11 月から 2015 年 10 月まで）
＊＊ 2015 年度に新規に採用された教員は過去 5 年間の業績を含む
＊＊＊各学科ごと教員五十音順に掲載（2015 年度紀要は、「福祉コミュニティ学科」教
　　　員分を先に掲載する）
＊＊＊＊彙報の執筆要領は以下の通り
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Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

・日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教育学会、日本教育行政学会、日本教育制度学会、日
本教育政策学会、日本保育学会

２．行政・関係団体活動等
⑴　山梨県教育庁高校教育課・山梨県立学校いじめ問題対策委員会委員長
⑵　山梨県教育庁社会教育課・社会教育委員
⑶　山梨県立甲府城西高等学校・学校評議員
⑷　甲府市子育て支援課・幼児教育センター「月例別講座」講師

３．研修会・講演会等
⑴　山梨県立大学教員免許更新講習「必修科目　教育の最新事情」講師、「オリエンテーション」「特

別支援教育の課題」「修了試験」担当、平成27年6月27・28日、会場：山梨県立大学
⑵　山梨県私学教育振興会幼稚園部会中部地区研究会「社会性の育ちと規範意識の芽生え」分科会講

師、平成26年11月12日、平成27年１月21日、6月10日、７月１日、７月29日、10月21日、会場：
県内担当幼稚園

⑶　地域情報化フォーラム「未来志向の地域の学び－ ICT を使った教育による地域活性化の試み」に
おける学生の模擬授業指導、平成27年２月７日、会場：山梨県立大学

髙野　牧子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等

⑴　著書：髙野牧子編著『うきうき　わくわく　身体表現あそび』同文書院
⑵　舞台公演：古屋祥子・村木洋子・髙野牧子『青い花』、2015. ２. ５. 甲府桜座
⑶　舞台公演：瀬川真寿美・髙野牧子・重永尚美・浜田尚子『ひろく ふかく 柔らかな壁 受容する器

－ただ､ 争いごとの無い世界を願うだけ－』2015. ９. ４.Geki 地下リバティ
２．学会発表

⑴　口頭発表：単独　「保育者養成における身体表現活動の評価」第68回日本保育学会、2015. ５.10.
椙山学園大学

４．科研費等研究
⑴　単独「身体表現・ダンス教育による接続カリキュラム構築」（平成27年度～31年度）
　　課題番号15K01525

５．その他
⑴　単著「自分を認める」『女子体育』第57巻第６・７号､ pp ４- ５
⑵　単著「親子の表現あそび　洗濯じゃぶじゃぶ」第57巻第8･9号､ pp ８-13
⑶　共著「やまなしワクワク子育て親育ちプログラム」山梨県教育委員会
⑷　単著「親子で楽しく運動遊び」（チラシ裏面）山梨県教育庁スポーツ健康課

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本体育学会、舞踊学会、日本保育学会、日本発育発達学会、体育科教育学会、（公社）日本女子体
育連盟常務理事、山梨県女子体育連盟理事
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２．行政・関係団体活動等
⑴　（公社）日本女子体育連盟『学術研究』編集委員
⑵　（公社）日本女子体育連盟『女子体育』編集委員長
⑶　平成27年度やまなしワクワク子育て親育ちプログラム作成副委員長
⑷　国委事業「レクで学校丸ごと元気アップ事業」委員
⑸　平成27年度体力向上対策委員
⑹　昭和町子ども・子育て会議副委員長
⑺　山梨市子ども・子育て会議委員

３．研修会・講演会等
⑴　富士河口湖町子育て支援（２歳児コース）講師　年10回
⑵　富士河口湖町子育て支援（３歳児コース）講師　年６回
⑶　あけぼの医療福祉センター親子講座講師　年５回
⑷　子育てリーダーステップアップ講座　講師及びコーディネーター　年8回
⑸　甲府市中央部幼児教育センター、月齢別講座　講師
⑹　甲府市中道アネシス幼児教育センター、月齢別講座　講師
⑺　平成27年度幼稚園教諭免許更新講習会　講師
⑻　山梨県女子体育連盟　平成27年度マスゲーム講習会講師
⑼　平成27年度武道・ダンス実技指導者講習会講師
⑽　（公社）日本女子体育連盟サマーセミナー講師
⑾　笛吹市保健福祉部子育て支援事業　『ももっこ広場』講師
⑿　やまなしワクワク子育て親育ちプログラム　講師

多田　幸子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
[ 紀要論文 ]

・多田幸子 . （2014）. 幼児による遊び場の環境構成に関する研究 . 山梨県立大学人間福祉学部紀要，
第10号，41-50.

２．学会発表
[ ポスター発表 ]

・多田幸子 . （2014）. 幼児による複数の空間的手がかりに基づく対象定位の検討 . 教育心理学会第
56回総会 , 神戸国際会議場 . 11月７- ９日 .

・多田幸子 . （2015）. 幼児の自発的な遊び空間の構成における特徴の検討 . 保育心理学会第 . 椙山女
学園大学 , ５月９-10日 .

・多田幸子 . （2015）. 幼児の積み木を用いた構成遊びに見られる空間的手がかりへの依拠 : 積み木作
品の配置方向からの検討 . 教育心理学会第57総会 , 新潟朱鷺コンベンションセンター . ８月26-28
日 .

３．報告書
[ 文部科学省地（知）の拠点整備事業 ]

・多田幸子・髙野牧子・山田千明・池田充裕・村木洋子・古屋祥子・田中謙・池田政子 . （2015）. 
H26年度山梨県立大学地域試行教育研究プロジェクト : 山梨県の地域子育て支援事業従事者が人材
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に求める能力・知識・技術についての一考察 . 山梨 : 山梨県立大学人間福祉学部人間形成学科 .
５．その他
[ テキスト ]

・多田幸子 . （2015）. 第7講子どもの生活と学び . 清水益治・森俊之・杉村伸一郎 （編）. 保育の心理
学 II（pp.74-84）， 東京 : 中央法規 .  

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

・日本発達心理学会，日本教育心理学会，日本認知心理学会，日本保育学会
２．行政・関係団体活動等

・平成27年度山梨県教科図書選定審議会　委員
３．研修会・講演会等

・『甲府市福祉部児童育成課』平成27年度月齢別講座：２歳児とその保護者に向けての子育て支援講
座（２月）

・『文部科学省初等中等教育局』平成27年度教員免許状更新講習必修講座講師：教育の最新事情 ･ 多
様化に応じた集団形成（７月）

田中　謙
Ⅰ．主な研究活動
１．論文

⑴　田中　謙・瀧澤　聡（2015）「福祉行政・教育行政・医療行政下での『幼児ことばの教室』の展
開過程の特質－北海道における設置および経営形態に焦点を当てて－」『山梨県立大学人間福祉学
部紀要』10,25-40.

⑵　田中　謙・池田幸代・前嶋　元（2015）「幼児教育・保育における『保育の環境構成』に対する
実践的視点の考察」『保育士養成研究』32,51-60 � .

⑶　瀧澤　聡・小野寺基史・田中　謙（2015）「『エピソード記述』による教育実践記録のリライト
の意義と活用－小学校にある発達障がい通級指導教室（まなびの教室）の事例から－」『人間福祉
研究』18,157-168.

⑷　瀧澤　聡・小野寺基史・田中　謙（2015）「言語障害通級指導教室（ことばの教室）で指導を受
けた高機能自閉症児の内面性変容とその影響－指導実践記録の整理とインタビュー結果から－」『北
翔大学生涯学習システム学部研究紀要』15,175-190.

⑸　田中　謙（2015）「北海道『幼児ことばの教室』の展開過程に関する研究－1970~1980年代に
おける設置形態および経営形態に焦点を当てて－」『聴覚言語障害』43⑵ ,77-86� . 

⑹　前嶋　元・池田幸代・田中　謙（2015）「施設実習が学生の保育者志望に及ぼす影響」『学校法
人小池学園　研究紀要』13,25-33.

⑺　田中　謙（2015）「戦後日本の障害幼児支援における北海道「マザーズ・ホーム」の展開過程の
特質－肢体不自由児教育・福祉、言語障害児教育とのつながりを踏まえて－」『北海道地域福祉研究』
18, １-12 � . 

⑻　田中　謙（2015）「障害児保育実践の課題」『障害児教育実践の研究』25,42-51.
⑼　堀越加奈美・田中　謙（2015）「親の老後・亡き後の知的障害者の生活支援の意義と課題」山梨

県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』１, １-18.
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⑽　本蔵達矢・奥泉敦司・田中　謙（2015）「保育の質に関する研究－保育者と保護者の視点の相違
から－」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』1, 25-32.

⑾　田中　謙（2015）「戦後日本の障害乳幼児支援における幼児グループの展開過程の特質－東京都
東村山市「愛の園幼児室」を事例として－」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育
経営研究』１,33-41.

⑿　田中　謙（2015）「戦後日本の障害乳幼児支援の展開過程における教育行政の動向－幼稚園およ
び養護学校幼稚部に焦点を当てて－」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研
究』1,42-57.

⒀　田中　謙（2015）「小学校経営における幼小接続の取り組みの情報公開に関する研究－基礎自
治体による政策を踏まえて－」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』
１,58-66.

⒁　田中　謙（2015）「戦後日本の通園事業における障害幼児支援の特質－1970年代の武蔵村山市『ち
いろば学園』を事例に－」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』1,67-75.

⒂　大原さつき・田中　謙（2015）「学校におけるいじめ内容の特徴に関する研究－大学生に対する
回顧調査を通して－」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』1,76-89.

⒃　池田幸代・田中　謙・前嶋　元（2015）「保育者養成校学生の施設保育士志望に影響する施設実
習における利用児・者への意識と関連要因」『高等教育と学生支援　お茶の水女子大学教育機構紀要』
5,76-84. 

⒄　田中　謙（2015）「東京都における『精神薄弱児通園施設』の展開過程－障害者政策・施策との
関連に焦点をあてて－」『日本家政学会誌』65⑻ ,405-414 � . 

⒅　渡邉流理也・半澤嘉博・岩井雄一・丹羽　登・濱田豊彦・田中　謙・渡邉健治（2015）「小学校
における特別支援教育体制についての検討－校内委員会の組織体制と支援機能を中心として－」日
本特別ニーズ教育学会『SNE ジャーナル』21⑴ ,157-171 � .

２．学会発表等
⑴　田中　謙・池田幸代・前嶋　元（2015）「幼児教育・保育における『保育の環境』をとらえる視

点Ⅲ」『日本保育学会第68回大会発表論文集』.
⑵　池田幸代・田中　謙・前嶋　元（2015）「幼児教育・保育における『保育の環境』をとらえる視

点Ⅳ」『第68回大会発表論文集』.
⑶　前嶋　元・田中　謙・池田幸代（2015）「保育実習（施設）が施設保育士希望度におよぼす影響

Ⅱ」『日本保育学会第68回大会発表論文集』.
⑷　小川英彦・田中　謙・前嶋　元（2015）「J4　就学前の特別支援教育を進めるために－インクルー

ジョン保育の構築－」（話題提供）『日本保育学会第68回大会発表論文集』.
⑸　田中　謙（2015）「A 都道府県公立中学校経営計画の特質－学校規模に着目したテキストマイニ

ング分析による萌芽的研究－」『日本学校教育学会第30回研究大会要旨集録』60-61.
⑹　田中　謙（2015）「北海道における『幼児ことばの教室』の展開過程に関する研究Ⅲ－北海道真

駒内養護学校言語治療教室設置の経緯と社会的機能－」『日本学習社会学会第12回大会プログラム
研究発表要旨集』46-47.

⑺　田中　謙（2015）「北海道『ことばの教室』の展開過程に関する研究」『日本特別ニーズ教育学
会第21回研究大会発表要旨集』52-53.

３．報告書
⑴　多田幸子・髙野牧子・山田千明・池田充裕・村木洋子・古屋祥子・田中謙・池田政子（2015） 「H26
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年度山梨県立大学地域試行教育研究プロジェクト　山梨県の地域子育て支援事業従事者が人材に求
める能力・知識・技術についての一考察」文部科学省地（知）の拠点整備事業 , 山梨県立大学人間
形成学科．

４．科研費等研究
⑴　研究代表者「『ことばの教室』に関する実証的研究」平成26～27 （2014～2015）年度科学研究

費補助金・若手研究 � 課題番号26870798．

Ⅱ．主な社会活動
１．主な所属学会、研究団体、行政機関・関係団体等審議会等活動

日本学校教育学会（研究推進委員会幹事）、日本学習社会学会（年報編集委員会幹事）、日本子ども社
会学会、日本特別ニーズ教育学会、日本特殊教育学会、日本乳幼児教育学会、日本保育学会、幼児教
育史学会、日本家政学会、日本聴覚言語障害学会、北海道地域福祉学会、障害児教育実践研究会（順
不同）

２．行政・関係団体活動等
⑴　東京都北区立保育所の特別支援児保育に係る訪問調査員（2012年～現在に至る）
⑵　山梨県教育庁高校教育課・土曜授業推進事業カリキュラム委員（2015年～現在に至る）
⑶　立川市立第二小学校あけぼの学級研修会講師（2015年～現在に至る）

３．主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動を含む。）
⑴　東京都北区内保育園職員研修会講師（2013年～現在に至る）
⑵　日本医療保育学会関東ブロック研修講師（2015年３月28日）
⑶　山梨県立大学教員免許更新講習「必修科目　教育の最新事情」講師、「オリエンテーション」「学

校マネジメントと連携協力」「修了試験」担当（2015年６月27・28日）
⑷　甲府市子育て支援課・幼児教育センター「月例別講座」講師
⑸　立川市立第二小学校校内研究「『話す聞く』ための教育環境づくり」講師（2015年８月28日）

鳥居　美佳子
Ⅰ．主な研究活動
３．報告書

⑴　 「多文化共生推進プロジェクト：保健・医療・福祉における大学・地域・行政の連携に向けて」、
山梨県立大学地域研究交流センター2013年度研究報告書：16-28「ブラジル人学校での保健活動
～食の視点から～」、2014年３月

⑵　 「第6次産業開発健康食品『黒ニンニク』が生体におよぼす影響⑵」、東京家政大学生活科学研
究所研究報告第37集：39-43、2014年７月

４．科研費等研究
東京家政大学生活科学研究所温故知新プロジェクト研究（客員研究員）、2013～2015年度

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

⑴　日本家政学会会員
⑵　日本生理人類学会会員
⑶　日本機能性食品医用学会会員
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⑷　日本食育学会会員
２．行政・関係団体活動等

⑴　  山梨県社会教育委員、2010年10月～2014年３月
⑵　  山梨県都留市未来型農・林業推進協議会支援機関（研究室として）、 2012年３月～現在

３．研修会・講演会等
⑴　  研究会助言者、山梨私立幼稚園協会中部地区研究会第１分科会「幼児の健康な心と体を育む」、

2013年11月
⑵　  研修会講師、関東地区歯科医師会歯の健康力推進歯科医師等養成講習会「在宅高齢者の栄養と

歯科との連携」、2013年11月
⑶　  講習会講師、平成27年度教員免許状更新講習（選択講座）「いろいろな『食育』媒体を活用しよう」、

2015年7月
４．その他
「美味しい処方箋　愛菜弁当レシピ」、『e-mediceo.com』2013年４-2014年３月号、メディセオ

古屋　祥子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
＜美術作品発表＞

・「青い花」（石膏）実験的コラボレーション舞台『青い花』舞台美術担当［甲府桜座］2015. ２
・Ｔ .Blend live act ２『ひろく　ふかく』舞台美術協力 [Geki 地下 Liberty]　2015. ９
・「海を汚したのは誰」（木彫）山梨県立美術館企画キュレーターズ・アイ「３つの小宇宙」展

2015.7～９
・「Where shall I be」（木彫）山梨県立美術館企画キュレーターズ・アイ「手でみる彫刻展」2015. ９
・「どこにいればいいんだろう」（木彫）山梨県立美術館企画キュレーターズ・アイ「古屋祥子展」

2015.10

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本藝術メダル協会（ J.A.M.A.）、国際メダル協会（F.I.D.E.M.）、SUMIO ART MEDAL 、美術教育研究
会、美術解剖学会

２．行政・関係団体活動等
・山梨県立市川高等学校評議員2014. ４～
・市川三郷町高校再編整備検討委員2014. ４～
・山梨大学・山梨県立大学連携事業『手でみる彫刻展』実行委員　2013. ４～

３．研修会・講演会等
・甲府市幼児教育センター月齢別講座　講師　2014.11、2015. １
・教員免許状更新講習（選択講座）講師　2015. ７
・富士河口湖町3歳児親子ふれあい教室　講師 2015. ６
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村木　洋子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
≪作品発表≫

・「日仏協会シャンソンコンサート」全８曲編曲（2014年12月８日）福島日仏協会
・ダンス・彫刻との実験的コラボレーション舞台「青い花」編曲・作曲・即興演奏（2015年２月５日）

甲府・桜座
≪演奏≫

・「ヴァイオリンリサイタル」におけるピアノ伴奏 “ 伊福部昭：ヴァイオリンソナタ ” 他６曲　2014
年11月15日（福島テルサ）

・「日仏協会シャンソンコンサート」のピアノ伴奏2014年12月８日福島日仏協会
・ダンス・彫刻との実験的コラボレーション舞台「青い花」でのピアノ演奏 “J.S.Bach:chaconne” 他6

曲（2015年２月５日）甲府・桜座
・「第11回国際交流フェスティバル」のピアノ伴奏 “Gastaldon:Musica proibita” 他4曲（2015年５月

16日）壬生町中央公民館
・「サクソフォンリサイタル」におけるピアノ伴奏 “Shubert:Arpeggione Sonate D821” 他16曲（2015

年６月14日）　那須塩原市三島ホール
・「日本科学者会議福島支部大会」におけるピアノ独奏「Chopin: Ballade No.1 Op. 23」他５曲（2015

年６月28日）アウシュビッツ平和博物館
・「子どもたちのためのワンコインコンサート」「S.Prokofiev:Peter and the wolf」他７曲ピアノ伴奏　
（2015年８月９日）福島テルサ

・「南向台芸能祭」ピアノ伴奏「新実徳英：つぶてソング第１集、第２集」より５曲（2015年9月27日）
福島市立南向台小学校

３．報告書
「ショパンの生涯と作品」（楽曲解説）日本科学者会議福島支部大会（2015年６月28日）

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本ピアノ教育連盟、日本ソルフェージュ研究協議会、日本音楽芸術マネジメント学会、音楽理論研
究会、日本教材学会、福島日仏協会、東京芸術大学同声会福島支部長

２．行政・関係団体活動等
・やまなし大学コンソーシアムコミュニティーカレッジ委員（平成27・28年度）
・公立藤田病院コンサート実行委員（ピアノ独奏）“Liszt：Paganini Etude No.3,la Campanella” 他12

曲　2015年１月29日
・カザフスタン国際教育交流（ピアノ独奏・伴奏）2015年５月15日 筑波大学大学会館
・社団法人日本クラシック音楽協会ピアノ部門本選審査員（2015年10月11日） 三春交流館まほらホー

ル
３．研修会・講演会等

・『バレエ振付の即興ピアノ作曲及び演奏の実践』Martin Fredmann（コロラドバレエ団）マスター
クラスのピアノ担当（2015年１月20・21日）　竹内ひとみバレエ団

・「福島市2015芸術公開講座」①2015年６月6日②2015年６月27日（福島市音楽堂）
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・音楽鑑賞教室　①錦星幼稚園（2015年７月２日）　②泉幼稚園（2015年７月２日）　
・山梨県立大学教員免許状更新講習選択講座「幼稚園教諭の実践力を高める②」講師 （2014年７月

12日）　
・『平成27年度高大連携授業』山梨県立甲府城西高校 （2015年８月25日）
・『平成27年度甲府市幼児教育センター月齢別講座』2015年10月23日（北部幼児教育センター）2015

年10月30日（中道アネシスつどいの広場）
４．その他

山田　千明
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
「現場と共に動いていく異文化間教育について考える－就学前教育と初等教育の接続の立場から－」
『異文化間教育』41、32-46頁（2015年３月31日）

２．学会発表
⑴　「絵本を通して多文化共生社会を生きるためのリテラシーを考える」国際幼児教育学会第36回大

会（於 Daegu University, Korea）の『シンポジウムⅡ：絵本を通しての自文化理解と多文化理解─
韓国と日本や諸外国での絵本による保育』におけるシンポジスト（2015年９月12日）

⑵　「保育内容における自文化（土地の言葉）に関する検討」国際幼児教育学会第36回大会（於
Daegu University, Korea）で研究発表（2015年９月12日）

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教育学会、日本保育学会、国際幼児教育学会（常任理事）、
日本国際理解教育学会、筑波大学教育学会、筑波大学学校教育学会、日本道徳教育学会

２．行政・関係団体活動等
⑴　山梨県幼稚園教育研究協議会会長（2010年～現在 ）
⑵　山梨県私立学校審議会委員（2013年～現在）
⑶　甲府市男女共同参画審議会委員（2009年～現在 ）
⑷　山梨県防災会議水防部会専門委員（2014年～現在）

３．研修会・講演会等
⑴　平成26年度山梨県幼稚園教育研究協議会研究発表会（於山梨県青少年センター）における指導

助言（2014年11月12日）
⑵　平成26年度山梨県私学教育振興会（山梨県私立幼稚園連合会）中部地区研究会第１分科会「学

びの連続性を考える保育」における指導助言（2015年１月21日）
⑶　平成27年度山梨県私学教育振興会（山梨県私立幼稚園連合会）中部地区研究会第１分科会「学

びの連続性を考える保育」における指導助言（2015年６月10日、７月１日、７月29日、10月21日）
⑷　いわい保育園（茨城県）父母の会講演会「乳幼児期は人生の土台─どのような育ちを応援するか

─」講師、（2015年６月12日）
⑸　平成27年度山梨県幼稚園教育研究協議会（2014年６月16日、８月27日、９月25日）における

指導助言
⑹　甲府市北部幼児教育センター月齢別講座（１歳３ヶ月～２歳児未満コース）「ようこそ宇宙船地
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球号へ：国際人の第一歩」講師（2015年６月26日）
⑺　平成27年度山梨県立大学教員免許状更新講習「幼児が異文化間移動するってどんなこと？」『選

択講座　幼稚園教諭の実践力を高める①』講師（2015年７月11日）
⑻　甲府東高等学校における模擬授業「乳幼児期の育ちを考える」講師（2015年10月19日）
⑼　平成27年度山梨県保育所（園）等関係職員研修：幼児教育特別研修会「子ども・子育て新制度

─保育士から保育教諭へ：変わるもの・変わらないもの─」講師（2015年10月23日）

福祉コミュニティ学科

青柳　暁子
Ⅰ．主な研究活動
５．その他
　青柳暁子：「他者との交流」に関する課題とケア実践，真・介護キャリア11・12月号，p92-94，日総研，

2015．

Ⅱ．主な社会活動
２．行政・関係団体活動等
　山梨県社会福祉協議会キャリアアップ講習　講師
３．研修会・講演会等
　城西高校　高大連携授業　講師
４．その他
　介護福祉士国家試験実地委員

伊藤　健次
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
「自分たちで創る現場を変える地域包括ケアシステム : わがまちでも実現可能なレシピ」　　共著　
2015年３月　ミネルヴァ書房

２．学会発表
　・第23回日本社会福祉士学会　2015年７月５日
　　災害時の在宅要援護者対応からみえた地域作りの重要性
　　～雪害時に介護支援専門員が実施した支援をもとに～
　　単独発表
　・第23回日本介護福祉学会　2015年９月27日
　　介護人材の定着に必要な従事者支援体制の有用性に関する研究Ⅰ

　現職場での経験年数の浅い介護施設職員を対象とした調査からみる職員の職場環境と労働上の課題
- 共同発表

４．科研費等研究
・研究代表者として　平成27年度挑戦的萌芽研究　（課題番号15K13085）　採択

　　「腰痛根絶を目指したケア従事者向け介助技術研修の効果検証～動作解析映像を活用して～」
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Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

・日本介護福祉教育学会
・日本介護福祉学会
・日本保健医療福祉連携教育学会
・日本認知症ケア学会

２．行政・関係団体活動等
・社会福祉法人八ヶ岳名水会第三者委員 2010年～
・山梨県介護支援専門員協会生涯学習体系委員 2010 年～
・甲府市地域密着型サービス指定候補事業者選定委員会委員 2012 年～
・認知症ケア専門士認定試験論述審査員　2005年～
・認知症ケア事例ジャーナル査読委員 2012 年～
・甲斐市地域包括支援センター運営協議会委員　2014年～
・山梨県地域ケア推進事業 有識者として参加 
　富士吉田市、都留市、甲斐市へアドバイザーとして派遣 2013年～
　中央市、甲州市、身延町へアドバイザーとして派遣 2014年～
・山梨県地域包括ケア推進研究会メンバー

３．研修会・講演会等
・介護職員指導者研修講師　2015年２月５・９・13・19日
・山梨県社会福祉事業団研修　2015年６月５日　7月10日　９月18日
・甲州市地域ケア会議　2015年６月12日　８月10日　10月15日
・山梨県勤労者福祉会研修　2015年６月18日
・富士吉田市地域ケア会議　2015年　６月19日　７月13日　８月20日　９月17日　10月16日　
・北杜市介護支援専門員研修会　2015年７月27日
・掛川市地域包括支援センター研修　2015年７月31日
・神奈川県老人保健施設支援相談員新人研修　2015年８月７日
・全国社会福祉協議会　「対人援助職としての成長を目指すスーパービジョン」講師
　2015年８月29日～31日
・茨城県主任介護支援専門員研修　2015年９月１日
・北杜市社会福祉協議会　傾聴ボランティア養成講座　講師　2015年９月２・３・８・９日
・山梨県社協　社会福祉施設主任介護職員研修　2015年９月15日
・静岡市地域包括支援センター研修　2015年９月24日
・ぎんが福祉会職員研修　2015年10月14日　10月28日
・山梨県主任介護支援専門員研修会講師 2015年10月23・24日
・身延町居宅介護支援事業者研修会　2015年７月14日　10月15日
・中北保健福祉事務所管内地域包括支援センター担当者研修会　2015年10月26日
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大津　雅之
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等

・共著：「第1章障害者福祉法制度」福祉実務研究会編『Q&A福祉実務相談室　高齢者・障害者・介護１』
ぎょうせい、2015年９月、905 ‐ 917、1061 ‐ 1073ページ。

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

〈所属学会〉
　日本社会福祉学会会員、日本ヘルスプロモーション学会会員、日本介護学会会員、花園大学社会福祉

学会会員
〈職能団体〉
　社団法人日本社会福祉士会会員、社団法人山梨県社会福祉士会会員、社団法人日本介護福祉士会会員、

社団法人山梨県介護福祉士会会員
３．研修会・講演会等
・山梨県社会福祉士会　平成26年度社会福祉士実習指導者会議・実習指導者フォローアップ研修「社

会福祉士実習を通して感じたマネジメントの課題―配属に配慮が必要な学生の実習先決定―」山梨県
立大学飯田キャンパス：2015年３月８日

大塚　ゆかり　　
Ⅰ．主な研究活動
< テキスト >

「精神保健福祉援助実習指導・実習」中央法規出版

Ⅱ．主な社会活動
〈行政・関係団体等活動〉
・「山梨県立大学やまちゃんサロン（住民を対象としたピアカウンセリング学習会とサロン）」開催　

2010年～現在
・山梨県公共事業評価委員会委員　2014年～現在
・山梨県自立支援協議会委員　2014年～現在
・甲府市自立支援協議会全体会委員　2014年～現在
・甲府市保健福祉計画策定市民懇話会委員　2014年～2015年３月
・甲府市総合計画策定委員　2015年４月～2016年３月
・甲府市みらい委員会　2015年～現在
・山梨県相談従事者初任者研修講師　2014年～現在
・山梨県サービス管理責任者研修　2015年～
・独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構障害者職業総合センター
　　障害者職業カウンセラー研修講師　2013年～現在
・山梨県ピアサポート養成研修講師　2012年～現在

〈所属学会〉
・日本精神保健福祉士協会、日本社会福祉学会、日本精神障害者リハビリテーション学会、
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　日本精神衛生会、日本精神衛生学会、ＳＳＴ普及協会

川池　智子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等

⑴　博士論文（学術博士）テーマ「家族の社会的支援ニーズに関するミックスドメソッドアプローチ
―テキストマイニグによる障害児の親の記述データの分析を通して―」平成27年３月　工学系研
究科（システム創成科学専攻）博士後期課程 .　

　⑵　著書　
１）川池智子編著『社会福祉の新潮流②第３版　児童家庭福祉論－基本と事例－』（第三版改訂版

発行），学文社，平成25年３月 .　
２）川池智子編著『新 社会福祉論－基本と事例－』，学文社，2012年11月 .

　⑶　論文
（査読有り）「子育て初期にある障害児の親が “ 専門職 ” に求める支援－自由記述の探索的研究を通
して」『九州社会福祉学年報第5号』2014年3月，pp. ９－18.

２．学会発表
１）「障害をもつ幼児と親への支援ネットワークに関する地域モデルの研究－自治体、保育機関への

調査を通して－」（単独発表），自治体学会第24回大会，平成23年８月 .　
２）「障害をもつ乳幼児と親に向けての支援ネットワークに関する地域モデルの研究」（単独発表），

日本社会福祉学会第58回秋季大会，平成23年10月 .　
３）「障がい児・発達の気になる子と親支援に関わる保育の専門性と連携－地域比較の研究を通して」
（共同発表），日本保育学会第64回大会，平成23 年５月 .

４）「基礎自治体・圏域における障害児と親の支援ネットワークの特性に関する研究―地方３県の比
較を通して－」（単独発表），日本社会福祉学会九州部会第52回研究大会，平成 23年６月 .

５）＜特定課題セッション＞社会福祉政策・実践における “ 地域モデル ” を考える、企画・コーディネー
ター，日本社会福祉学会　第59回秋季大会，平成23年10月８日 .

６）“ 地域モデル ” 研究における「地域特性」と「地域格差」の相克－基礎自治体における障害児福
祉に関する調査を素材として－」（単独発表），自治体学会第25回大会、平成23年10 月９日 .

７）「県立大学「事例研究会」における実践者と研究者の “ 省察的研究 ” －ショーンの “ 省察的研究 ”
をてがかりとして－」（単独発表），第9回山梨社会福祉実践学会・ソーシャルワーク実践研究発表
会　平成24年2月 .　

８）「支援の必要な子どもと家族のニーズと地域支援ネットワークに関する研究―障がい児親の会・
専門職・研究者の協同による当事者家族の調査から－」（共同発表），日本社会福祉学会九州部会第
53回大会，平成24年６月 .

９）「障がい児の親が “ 親当事者 ” として求める専門的支援－テキストマイニングを活用した文脈解
釈の試み－」（共同発表），日本社会福祉学会九州部会第54回大会，平成25年６月 . 

10）「支援のクロスロード：: 幼児期の障がい児の親が求める専門職支援」（単独発表），第23回日本
医療社会福祉学会，平成25年９月 .

３．報告書
１）「障害をもつ幼児と親への支援ネットワークに関する地域モデルの研究－自治体、保育機関への

調査を通して－」（単著）『自治体学会オンライン報告書』平成23年1月，pp.1-125。
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２）「支援の必要な子どもと家族のニーズと地域ネットワークに関する研究」，山梨県立大学地域研究
交流センター報告書，平成23年3月，研究代表者，pp.1-35。

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
所属学会

１）日本社会福祉学会
２）日本保育学会
３）日本子ども学会
４）日本子ども社会学会
５）日本子ども家庭福祉学会 （2015年10月現在）

２．行政・関係団体活動等
　甲府市障害児者地域支援連絡会　すくらむ顧問
３．研修会・講演会等

１） 山梨県家庭児童相談員連絡協議会第2回研修会 テーマ「障害を持つ親子の理解と支援について－
アンケートを通して－」　平成26年7月17日　場所　山梨県自治会館、

２） 社会福祉法人八ヶ岳名水会平成25年度法人内研修会 テーマ「社会福祉原論」平成26年1月17日　
場所　旧日野原小学校 .

斉藤　秀子
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等

・共著「福祉に関わるファッションクリエイション教育方法について - 服作りの技術を有する場合の
授業実践 -」日本衣服学会誌、58巻2号、2014年12月

・分担執筆「衣服の百科事典」丸善、2015年4月
２．学会発表
・共著「介護福祉士課程における体験型授業の効果について -ユニバーサルボタンによる着脱の体験 -」

日本衣服学会第66回（平成26年度）年次大会2014年11月
・共著「若年女性の人体表面の圧縮変形量と皮下脂肪厚との関係について」日本生理人類学会第71

回大会2014年11月
・共著「山梨女性ノートにみる明治期の衣生活」日本家政学会第67回大会2015年５月
・共著「動作時のブラジャーの快適性に年齢、身体特性、ブラジャーの種類が及ぼす効果」日本繊維

製品消費科学会2015年次大会・研究発表会2015年6月
・“Differences by Body Part and Age in Compressive Deformation of Body Surface and Fat Thickness 

in Adult Females” 第12回国際生理人類学会議（ICPA2015）2015年10月
・共著「外国人に浴衣着装ワークショップを通して「きもの」文化を発信する授業実践とその効果」

日本衣服学会弟67回（平成27年度）年次大会2015年11月
３．科研費等研究
　科学研究費助成事業（化学研究費補助金）（基盤研究（A））25242011（2013-2016）
　「シニアの健康・快適な衣生活を支援するための被服衛生学的研究」研究分担

Ⅱ．主な社会活動
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１．所属学会・職能団体および役職等
＜所属学会＞
　( 一社 ) 日本家政学会、同被服衛生学部会、日本衣服学会、日本家庭科教育学会
　日本繊維製品消費科学会、日本生理人類学会
＜学会等活動＞

2014年1月～　日本繊維製品消費科学会論文編集委員
2014年11月　 平成26年度（一社）日本家政学会被服衛生学部会公開講座実行委員　
2014年4月～　（一社）日本家政学会被服衛生学部会部会長
2015年2月　日本繊維製品消費科学会2015年学会賞推薦委員

２．行政・関係団体活動等
　　2008年11月～　山梨県職業能力開発審議会委員
３．研修会・講演会等
　　平成26年度（一社）日本家政学会被服衛生学部会公開講座「衣服と健康の科学最前線－健康を支

える衣生活 -」講師2014年11月

坂本　玲子
Ⅰ．主な研究活動
１．論文
　⑴　アスペルガー症候群を持つ女性の恋愛と性の課題―3つの症例を通して―
　　　（Ｈ27年）:　山梨県立大学人間福祉学部紀要第9号

⑵　Sweet  taste  threshold  for sucrose  inversely correlates with depression symptoms  in  female 
college students in the luteal phase. Physiology & Behavior 141: 92-96, 2015

２．学会発表
⑴　人はなぜシャーロック・ホームズに惹かれるのか ‐ アスペルガー的特徴とその魅力 ‐

　　：第62回日本病跡学会（Ｈ27年6月）、立教大学
⑵　アスペルガー症候群の当事者会に参加している1症例における抑うつと希死念慮について（ケー

ススタディ）：第12回日本うつ病学会・第15回日本認知療法学会
　（Ｈ27年7月）、東京
⑶　AS 当事者会の参加者における気分および生活困難の自覚とその変化：第53回全国大学保健管理

研究集会（Ｈ27年９月）、盛岡、＜優秀賞受賞＞
⑷　幼稚園における子育てカウンセリング―17年の軌跡―：第74回日本公衆衛生学会（Ｈ27年11月）、

長崎
２. 報告書　　

⑴　共著「こころの健康調査票」を用いた学生支援のあり方
　　　第52回全国大学保健管理研究集会報告書：CAMPUS HEALTH52 (1)
3．科研費等研究
　研究分担者「発達障害のある看護学生の看護実践適応に向けた教育プログラムの開発」
　（基盤研究Ｃ、2014～2016年度、代表研究者：遠藤みどり）

Ⅱ．主な社会活動
1．所属学会
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　日本精神神経学会会員、日本精神病理・精神療法学会会員、日本公衆衛生学会会員
　日本認知療法学会幹事、日本不安学会評議員、日本睡眠学会会員、日本病跡学会会員
2. 行政・関係団体等活動

⑴　個人情報保護法審査委員（山梨県）、2009年～現在
⑵　発達障害者支援体制整備検討委員会委員（山梨県）、2014年～現在
⑶　発達障害当事者の会顧問、2014～現在
⑷　平成27年度療育相談指導事業（中北保健所）、2015年

3. 研修会・講演会等
・  1月13・27日：河口湖、親子ふれあい教室・保護者対象研修会
・  2月19日：中央幼児教育センター、3才児の親のための研修会
・  2月26日：山梨県総合教育センター研究発表大会、講評と講演
・  2月27日：昭和町、子育てサポーター研修会
・  2月28日：市川三郷町、子育てサポーター研修会
・  3月  7日：千塚愛育会、「地域で育くむ」
・  4月30日：富士吉田市生涯学習課、家庭教育学級の講演会
・  5月23日：イーライリリー、地域医療に関する検討会、座長
・  6月18日：韮崎市教育委員会「竹田の里ライフカレッジ」の６月の会　　　　　　　　　　

　　　　　　　「子どもの心に愛の基地－子育ては地域力から－」東京エレクトロン韮崎文化ホール
・  6月20日：かおり幼稚園、保護者対象研修会「子どもの心に愛の基地」
・  6月24日：中部幼児教育センター、幼児の母親対象研修会「こどもの心に愛基地」
・  6月24日：増穂小学校保健委員会学習会、「勇気づけの子育て入門」
・  6月30日：社会福祉事業団研修、メンタルヘルス研修会
・  7月14日：富士吉田市教育委員会、青少年カウンセリング研修　
・  7月31日：韮崎市民交流センターニコリ、「こどもの脳と心－地域ではぐくむ」
・  8月26日：笛吹市相談支援事業事例検討会　笛吹市役所、「大人の発達障害」
・  9月11日：第6回リワークについて考える学術講演会　古名屋ホテル　
　　　　　　「大学生における発達障害－アスペルガー症候群を中心に ‐ 」
・10月  3日：山梨県社会福祉協議会介護福祉士養成支援研修、福祉プラザ「認知症の理解」
・10月  8日：山梨県看護協会認定看護管理者教育　看護教育研修センター、
　　　　　　「メンタルサポート－おとなのためのメンタルヘルス－」
・10月14日：家庭教育学級（1）南西公民館、「子どもの心に愛の基地―脳と心の育て方」
・10月20日：すくすく療育発達相談、中北保健所　
・10月27日 : 高校生こころのサポートルーム　山梨県立総合教育センター ,
　　　　　　「思春期の心と発達の課題」

佐野　ゆかり
Ⅰ．主な研究活動
＜文化芸術活動＞

・「長唄　老松」（日本舞踊群舞　舞台出演）、第90回女流名家舞踊大会、国立劇場大劇場、2015年２
月14日
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Ⅱ．主な社会活動
＜所属学会＞
　・日本体育学会・日本特殊教育学会・日本社会福祉学会・日本スポーツ精神医学会
＜関係団体活動等＞

・社会福祉法人 鴻沼福祉会 評議員、1990 年～現在 
・「こども日本舞踊教室」実行委員会 会長、2003年～現在

下村　幸仁
Ⅰ．主な研究活動
＜著書＞

・単著「自然災害等にあわれた人のために」『2015年度版医療福祉総合ガイドブック』、医学書院、
2015年2-10,244-258頁

・「ワーカーズコープが運営する現場からの発言」『協同の発見』第270号一般社団法人協同総合研究
所、2015年30-31頁

・「当事者が語る、協同労働の確かな可能性」『協同の発見』第275号一般社団法人協同総合研究所、
2015年26-27,31-32頁

＜報告書＞
・単著「生活困窮者自立促進支援モデル事業の現状と課題　京都府京丹後市－公的扶助労働との連結

をめざして」,『地域協働による多元的・多層的な就労支援・社会的居場所創出ネットワーク構築
に関する調査研究報告書』平成26年度セーフティネット支援対策等事業補助金　社会福祉推進事
業 , 一般社団法人協同総合研究所19-21頁

＜科学研究費研究＞
・研究代表者「社会貢献事業を基盤とした社会的就労による自立支援に関する研究｣、基盤研究 �
（2012～2015）

・2015年度「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業～スタートアップ支援～」大阪市立大学先端
的都市研究拠点運営委員 ( 公募共同研究課題選考委員 )，2015

Ⅱ．主な社会活動
＜行政・関係団体等活動＞

・全国公的扶助研究会運営委員、2003年～現在（2009年～2011年副会長）
・貧困研究会運営委員・事務局、2007年～現在
・明石書店雑誌「ホームレスと社会』編集委員、2009年～現在
・東日本大震災・山梨県内避難者と支援者を結ぶ会幹事、2011年～現在
・甲府保護観察所甲府保護司選考会委員、2012年～現在
・社会福祉法人やまなし勤労者福祉会理事，2015年～現在
・一般社団法人協同総合研究所理事、2015年～現在
・医学書院『医療福祉総合ガイドブック」編集委員、2012年～現在
・特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポート雑誌「SOCIAL ACTION」編集委員、2012年

～現在
＜講演・研修会＞

・日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団特定非営利活動法人東京東部事業
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本部生活困窮者自立支援制度学習会講師（於：墨田区八広地域プラザ『吾妻の里』）2014年11月
・山梨県民主医療機関連合会「いのちと格差をのりこえるシンポジウム in 山梨」シンポジスと（於：

山梨県立大学池田キャンパス講堂）2014年12月
・日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団東京三多摩山梨事業本部第27次

東京三多摩山梨事業本部１・２・３運動決起集会記念講演（於：府中グリーンプラザ）2015年１月
・平成26年度小規模福祉事務所生活保担当職員合同研修会講師（於：広島県熊野町役場）2015年２

月
・日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団「全国よい仕事研究・交流集会

2014分科会コメンテーター（於：日本教育会館）2015年３月
・日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団「『生活困窮者自立支援』に取り組む、

カーズコープの人材育成・研修講師（於：豊島区、日本労働者協同組合連合会センター事業団本部）
2015年3月

・日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団東京中央事業本部「生活困窮者自
立支援法施行直前集会」パネルディスカッションコメンテーター（於：豊島区、日本労働者協同組
合連合会センター事業団本部）2015年3月

・日本労働者協同組合連合会センター事業団北関東事業本部「困窮者自立支援推進 PJ会議」コメン
テーター（於：さいたま市岩槻駅東口コミュニティセンター）2015年５月

・クレサラ被害者連絡協議会中国大会「生活困窮者自立支援事業学習会」講師（於：福山市）2015年
６月

・日本労働者協同組合連合会センター事業団中四国事業本部「第1回生活困窮者自立支援事業研修会」
講師（於：岡山市）2015年６月

・協同総合研究所「協同総合研究所総会記念フォーラム」コメンテーター（於：豊島区、協同総合研
究所）

・日本労働者協同組合連合会センター事業団、特定非営利活動法人ワーカーズコープ、企業組合労協
センター事業団「北関東事業本部・困窮者自立就労推進 PJ 事例検討会」コメンテーター（於：さ
いたま市浦和コーププラザ）2015年６月

・日本労働者協同組合連合会センター事業団本部「自立支援・「生活困窮者」関連事業推進会議「困
難事例から学ぶ」コメンテーター（於：豊島区、日本労働者協同組合連合会センター事業団本部）
2015年８月

・山梨県生活困窮者自立相談支援事業「平成27年度制度普及研修会（富士・東部地区）」講師（於：
都留市ぴゅあ富士）2015年８月

・全国学校事務職員制度研究会「第39回全国大会テーマ別学習会B」講師（於：広島市アステールプラザ）
2015年８月

・埼玉県「平成27年度就労（準備）支援員研修会」講師（於：さいたま市）2015年９月
・日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団中四国事業本部「自立支援プロジェ

クト合同会議」講師（於：岡山市　岡山県総合福祉会館）2015年９月
・山梨県立大学高大連携授業「『現代福祉』の基礎を学ぶ」講師（於：甲府城西高校）2015年９月
・山梨県生活困窮者自立相談支援事業「平成27年度制度普及研修会（峡南地区）」講師（於：身延町役場）

2015年10月
・韓国中央自活センターとワーカーズコープとの国際研修会コメンテーター（於：豊島区、日本労働

者協同組合連合会センター事業団本部）2015年10月
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・三多摩山梨事業本部「山梨協同集会」シンポジウムコメンテーター（於：山梨県立大学飯田キャン
パス講堂）2015年10月

＜学会報告＞
・「日本の貧困問題」第２回アジア社会政策研究会、韓国保健社会研究院、2015年8月
・「現代の貧困と『格差』」社会福祉総合研究所第21回社会福祉研究交流集会（於：埼玉県立正大学

熊谷キャンパス）2015年8月
・「ソーシャルワーク実践に求められる社会正義としての「貧困」との闘い」第6回日本医療ソーシャ

ルワーク学会岡山大会（於：倉敷市民会館），2015年9月
＜所属学会＞

・日本社会福祉学会、社会政策学会、日本社会福祉教育学会、貧困研究会、日本医療ソーシャルワー
ク学会、全国公的扶助研究会、総合社会福祉研究所

高木　寛之
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
著書

１）「社会福祉士養成テキストシリーズ相談援助実習指導（第1章）」ミネルヴァ書房　2010
２）「社会福祉士養成テキストシリーズ相談援助の理論と方法（第2章）」久美出版　2010
３）「ラ・スパ　社会福祉士　2012　（障害者福祉論、就労支援サービス担当）」医学評論社　2011

論文
１）「学校教育における福祉教育推進の現状と課題」聖カタリナ大学聖カタリナ大学短期大学部研究

紀要第25号　2011
２）  「大学における社会福祉実習教育の方法に関する研究―学士力、社会人基礎力を取り入れた実

習前教育の確立に向けた課題と試み」聖カタリナ大学人間文化研究所人間文化研究所　第18号　
2013

３）「「限界」化する山村の現状と対策―「限界集落」における地域福祉推進のあり方」聖カタリナ大
学聖カタリナ大学短期大学部研究紀要第26号　2014

４）  「愛媛県下におけるボランティアコーディネーターのボランティア観に関する研究」聖カタリ
ナ大学聖カタリナ大学短期大学部研究紀要第27号　2015

５）  「人口減社会における地域福祉の基盤づくり～地域福祉推進の主体とは～」えひめ地域政策研
究センター「ＥＣＰＲ」　2015

２．学会発表
１）  「限界」化する山村の現状と対策（５）－「限界集落」における地域福祉推進のあり方－　第

85回日本社会学会大会　2012
２）学校における福祉教育を推進するうえで社会福祉協議会に求められる連携と協力のあり方の基礎

研究　第19回日本福祉教育・ボランティア学習学会　2013
３）小規模高齢化集落における小地域福祉活動のあり方　聖カタリナ大学　人間文化研究所　公開

フォーラム　2013
４）大学における社会福祉士養成実習教育システムの開発　聖カタリナ大学　人間文化研究所　公開

フォーラム　2013
５）ICT を活用した社会福祉士養成教育の方法と効果　聖カタリナ大学　人間文化研究所　公開
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フォーラム　2014
３．報告書

１）愛媛県内市町社協ボランティア・市民活動センター実態調査　2015
２）平成26年度　愛媛県市町社会福祉協議会の概況　2015
３）平成26年度「社協生活支援及び孤立の解消を図る活動推進事業」報告書　2015
４）「限界」化する山村の現状と対策に関する研究　社会学・社会福祉学的研究－静岡県旧佐久間町

を事例として－　2015
４．科研費等研究
研究分担者：「村落福祉社会学の構想―「限界」化する山村における高齢者生活問題と福祉施策」（挑戦

的萌芽研究：課題番号26590096）（2014～2017）

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
日本社会福祉学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会、日本地域福祉学会、福祉社会学会、日本ソー

シャルワーク学会、日本社会学会
２．行政・関係団体活動等

１）神奈川県川崎市多摩区福祉教育推進委員会　委員長　2008～現在
２）愛媛県松山市社会福祉協議会　地域福祉活動推進委員会アドバイザー　2013～2014
３）松山市役所　松山市地域福祉計画　ワーキンググループ委員　2013～2014
４）愛媛県今治市社会福祉協議会　地域福祉活動計画　ワーキンググループ委員　2013～2014
５）新居浜市役所　新居浜市政策懇談会　アドバイザー／ワーキンググループ　2013～2014
６）愛媛県社会福祉士会　理事　2013～2014
７）愛媛県社会福祉協議会　福祉学習・ボランティアプロジェクト委員会　委員長　2014
８）愛媛県今治市社会福祉協議会　福祉教育　アドバイザー　2014
９）松山市　笑顔のまつやま　わがまち工房　メンバー　2014
10）愛媛県松野町社会福祉協議会　地域福祉活動計画　アドバイザー　2014～現在
11）一般社団法人日本社会福祉士養成校協会「社会福祉士養成新カリキュラムの教育実態の把握と、

社会福祉士に必要な教育内容のあり方に関する調査事業」指導者調査委員会　委員／ワーキンググ
ループ委員　2014～2015

12）山梨県地域包括ケア推進研究会メンバー　2015～現在
13）山梨県地域ケア推進事業 有識者として参加

　　富士河口湖町、山梨市へアドバイザーとして派遣2015年～
３．研修会・講演会等

（2015年度）
１）愛南町民生児童委員会協議会全体研修会　講師　2015年５月９日
２）愛南町社会福祉協議会見守りネットワーク構築事業研修会　講師　2015年５月10日
３）愛媛県教育研究協議会　福祉教育夏季研修会　講師　2015年８月10日
４）砥部町ふれあい・いきいきサロン連絡協議会研修会　講師　2015年８月11日
５）愛南町社会福祉協議会福祉教育推進事業研修会　講師　2015年８月20日
６）甲府市石田地区社会福祉協議会研修会　講師　2015年８月25日
７）山梨県立大学秋季総合講座　講師　2015年９月５日
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（2014年度）
１）川崎市多摩区社会福祉協議会　福祉教育セミナー　講師
２）内子町社会福祉協議会、大洲市社会福祉協議会、八幡浜市社会福祉協議会　ボランティア連絡協

議会研修会　講師
３）今治市社会福祉協議会　校区・地区社協連絡会研修会　講師
４）砥部町社会福祉協議会　砥部町ふれあいいきいきサロン連絡協議会研修会　講師
５）四国地域福祉実践セミナー in 高松　アドバイザー
６）愛媛県教育研究協議会　福祉教育夏季研修会　講師
７）東温市教育委員会、川上小学校　福祉教育研修　講師
８）今治市社会福祉協議会　玉川地区ボランティア連絡協議会フォーラム　講師
９）今治市社会福祉協議会　福祉教育研修　講師（小中学校教員対象）
10）今治市社会福祉協議会　まちづくりフォーラム　講師
11）松野町社会福祉協議会　やさしい地域福祉セミナー　講師
12）愛南町民生児童委員会協議会全体研修会　講師
13）松山市立北条北中学校福祉教育　講師
14）聖カタリナ大学　幸福の地域コミュニティ　シンポジスト
15）松野町蕨生・奥野川地区地域活動組織構築サポート事業　講師
16）愛南町一本松小学校福祉教育　講師
17）浜松市社会福祉協議会　地域福祉推進研修会　講師
18）愛媛県アクティブシニア介護ボランティア養成研修　講師
19）内子町社会福祉協議会、大洲市社会福祉協議会、八幡浜市社会福祉協議会、伊方町社会福祉協議

会、ボランティア連絡協議会研修会　講師
20）西条市社会福祉協議会　地域サロン研修会　講師
21）愛媛県社会福祉協議会　ボランティアコーディネート研修会　講師
22）西予市社会福祉協議会　地域サロン研修会　講師
23）大洲市社会福祉協議会　全職員研修会　講師
24）大洲市社会福祉協議会　福祉教育研修会　講師

中島　朱美
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等

〈書籍〉
　単著　「学生・教員・施設職員のための　わかりやすい介護実習のすすめ方と記録の方法　施設編（改

訂版）」（2015）　ふくろう出版
　単著　「社会福祉職の職場ストレスと職場環境改善の視点」（2015）一粒書房
２．学会発表
　小山尚美　流石ゆり子　渡邊裕子　　森田祐代　萩原理恵子　植田美由紀　飯野みゆき　雨宮麻美子　

渡邊輝美　伏見正江　依田純子　狩野英美　中島朱美　久保田正春
　（2015）「地域中核病院看護師を対象とした『認知症対応力向上研修会』の評価（第１報）～研修終

了後アンケート結果より～」老年看護学会
　流石ゆり子　渡邊裕子　小山尚美　森田祐代　萩原理恵子　植田美由紀　飯野みゆき
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　雨宮麻美子　渡邊輝美　伏見正江　依田純子　狩野英美　中島朱美　久保田正春　　
　（2015）「「地域中核病院看護師を対象とした『認知症対応力向上研修会』の評価（第２報）～受講者

が感じている認知症の人の看護における困難感～」老年看護学会
　渡邊輝美　小山尚美　流石ゆり子　渡邊裕子　森田祐代　萩原理恵子　植田美由紀　飯野みゆき
　雨宮麻美子　依田純子　狩野英美　伏見正江　中島朱美　久保田正春　　
　（2015）「地域中核病院看護師の考える病院全体で認知症の人を支える為に必要な取り組み　～『認

知症対応力向上研修会』修了者への調査より～」日本看護協会
　中島朱美　渡邊裕子　伊藤健次
　（2015）「介護人材の定着に必要な従事者支援体制の有用性に関する研究Ⅰ - 現職場での経験年数の

浅い介護施設職員を対象とした調査からみる職員の職場環境と労働上の意識と課題」 第23回日本介護
福祉学会　

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等

〈 所属学会 〉
　日本社会福祉学会　日本地域福祉学会　日本産業ストレス学会
　日本認知症ケア学会　日本介護福祉学会　日本介護福祉教育学会
２．行政・関係団体活動等

〈 行政・関係団体等活動 〉
岐阜市介護認定審査会委員（2007年～）
第27回介護福祉士国家試験実地試験委員　2015年３月
山梨県福祉人材センター運営委員会委員（2014年４月～2016年３月）
公益財団法人 介護労働安定センター　啓発実践推進委員会委員　委員長（2015年６月～2016年３月）
山梨県福祉保健部長寿社会課　介護職員確保定着促進事業　やまなし・介護の魅力発信委員会委員

（2015年10月～2017年10月）
　（公社）日本介護福祉士養成施設協会「今後の介護福祉士養成教育と養成施設のあり方に関する検討会」

平成27年度作業部会委員（2015年10月 ～2016年３月）
３．研修会・講演会等

平成26年度　キャリア形成技術指導研修　山梨県社会福祉協議会　講師
講師「レクリエーション支援の方法」2014年10月
福祉の職場定着支援セミナー　管理者対象セミナー　
　（山梨県社会福祉協議会　共催：山梨県社会福祉法人経営者協議会）2015年１月
講師「リーダーとしての役割とマネジメント力」
福祉の職場定着支援セミナー　リーダークラス対象セミナー　

（山梨県社会福祉協議会　共催：山梨県社会福祉法人経営者協議会）2015年２月
講師「人材定着を阻む要因と職場環境整備の視点」
高齢者権利擁護等看護実務者研修　（公益社団法人山梨県看護協会　共催：山梨県長寿社会課）
講演「高齢者虐待を防ぐためのマネジメント」2015年３月
介護サービス事業所連絡協議会
講演「介護人材定着の視点」2015年11月
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畑本　裕介
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等

⑴　畑本裕介 , 2015,「福祉行政と非営利セクターとの連携・協働」『山梨県立大学人間福祉学部紀要』
（第10号）;11-23

⑵　畑本裕介 ,2015, 「第６講　社会福祉行財政と実施機関」松原康雄等編『基本保育シリーズ　社会
福祉』中央法規 ; 61-72

⑶　畑本裕介 ,2015,「第７講　社会福祉施設等」松原康雄等編『基本保育シリーズ　社会福祉』中
央法規 ; 73-87

⑷　畑本裕介 , 2015,「第３章　障害者福祉制度のみによらない対象」福祉実務研究会編『Ｑ＆Ａ福
祉実務相談室』;1401-1451

⑸　社会福祉カレッジ編 ,2015,『第28回社会福祉士国試対策 '16　共通科目編』医学評論社（第26
回社会福祉士国家試験「現代社会と福祉」部分の解説、合計10問）(2015.4.28)

⑹　畑本裕介 , 2015,「社会理論と社会システム」「福祉行財政と福祉計画」『社会福祉士養成課程　
学習の手引き　2015年度用』学校法人 NHK 学園

⑺　畑本裕介 , 2015,「社会保障」『社会福祉士国家試験のためのレビューブック2016』メディック
メディア (2015.4.21); 279-326

⑻　畑本裕介 , 2015,『クエスチョン・バンク社会福祉士　国家試験問題解説2016』メディックメディ
ア (2015.4.21) ;23-26 （第27回社会福祉士国家試験「社会保障」部分の解説、合計７問）

２．  学会発表
⑴　福祉社会学会第13回大会自由報告第３部会〔行政と社会・福祉政策〕の司会（2015.6.14 10：

00～12：00  於・名古屋大学東山キャンパス　名古屋市千種区不老町（全学教育棟1階Ｃ13））

Ⅱ．主な社会活動
１．  所属学会・職能団体および役職等

・ 社会政策学会、日本社会学会、日本社会福祉学会、関東社会学会会員
・ 国立社会保障・人口問題研究所　研究プロジェクト委員
・ 『社会政策』（社会政策学会誌）編集委員

２．  行政・関係団体活動等
　・国家公務員採用総合職試験（人間科学）試験専門委員
　・社会福祉士・精神保健福祉士国家試験試験委員
３．研修会・講演会等
　・城西高校にて高大連携授業（於・城西高校2015年９月８日）

藤谷　秀
Ⅰ．主な研究活動
１．論文
　・単著「＜居場所＞と『社会で生きる権利』」、総合人間学会編『総合人間学９』pp.84-92、学文社

・単著「『居場所』と『社会で生きる権利』」、総合人間学会電子ジャーナル『総合人間学第９号』
pp.48-53(http://synthetic-anthropology.org/?page_id=334)　※上記論文とほぼ同じ内容の論文
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Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会および役職等

・日本倫理学会、日本哲学会、実存思想協会、唯物論研究協会 ( 役員 )、総合人間学会（以上国内）
　・Martin Heidegger Gesellschaft（国外）
２．行政・関係団体活動等
　・山梨労働局「山梨地方労働審議会」委員（2006年11月～2015年５月）
　・山梨県「入札監視委員会」委員 (2013年12月～現在に至る )
３．研修会・講演会等

・講演「『よく生きること』と『死を思うこと』」、山梨県立大学県民コミュニティカレッジ（地域ベー
ス）、2015年９月26日

柳田　正明
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
　１．単共著『社会福祉基礎』改定版　実教出版　文部科学省検定済高校福祉科教科書　2015
　２．単共著『介護福祉基礎』改定版　実教出版　文部科学省検定済高校福祉科教科書　2015
　３．単共著『Q ＆ A 障害者福祉・支援の手引』追録40・41号　新日本法規　2014

４．単共著『Q ＆ A 障害者福祉・支援の手引』追録42・43号　新日本法規　2015
５．単共著『高齢者介護用語・手続事典』追録50号　新日本法規　2015
６．単共著『ケアマネージャー用語辞典』晶文社　2015
８．編著『Ｑ＆Ａ福祉実務相談室』第２部障害者支援編集代表　ぎょうせい　2015
９．単共著『知的障害者の生活支援』第２章　日本知的障害者福祉協会知的障害者援助専門員養成通

信教育テキスト2015　ｐ26－39
２．学会発表

１．森山拓也、大場龍男、佐々木葉子、重田史絵、八峠路子、小泉浩一、星野晴彦、奥野英子、柳田
正明「障害者総合支援法における自立を高めるプログラムの課題　自立訓練事業所への実施状況全
国調査から」日本リハビリテーション連携科学学会第16回大会　プログラム・抄録集ｐ35　2015.
３.14．15

３．報告書
１．「障害者支援施設等における社会生活力プログラム実施状況調査報告書 ‐ 障害者の地域移行を推

進・充実させるための一助としてー」平成26年度一般財団法人日本リハビリテーション振興会研
究助成金交付事業　日本リハビリテーション連携科学学会社会リハビリテーション研究会　平成
27年４月

４．その他
１．森山拓也、大場龍男、佐々木葉子、重田史絵、八峠路子、小泉浩一、星野晴彦、奥野英子、柳田

正明「障害者支援施設等における社会生活力プログラム実施状況全国調査 ‐ 障害者の地域移行を
推進・充実させるための一助としてー」『リハビリテーションひろば57』

　　日本リハビリテーション振興会ｐ23－30

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
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　日本社会福祉学会、日本介護福祉学会、日本行動分析学会、日本発達障害学会、日本リハビリテーショ
ン連会科学学会

２．行政・関係団体活動等
・日本リハビリテーション連会科学学会社会リハビリテーション研究会代表幹事
・独立行政法人重度知的障害者総合施設のぞみの園研究会議委員
・独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園研究倫理審査会委員
・新宿区介護認定審査会座長
・墨田区障害認定審査会委員
・墨田区障害者自立支援協議会委員（副委員長）
・独立行政法人重度知的障害者総合施設のぞみの園参事（調査研究担当）
・日本知的障害者福祉協会人材育成・研修委員会委員
・社会福祉法人旭出生産福祉園オンブズパーソン
・社会福祉士国家試験委員（精神保健福祉士国家試験委員併任）
・山梨県社会福祉協議会第三者評価者選定委員会委員
・社会福祉法人立正光生園監事
・山梨県障害者施策委員会委員
・山梨県県立社会福祉施設の在り方検討会副委員長
・山梨県幸住条例改正委員会副委員長
・川崎市民間活用委員会委員
・知的障害者福祉協会支援専門員養成課程スクーリング講師「知的障害者福祉総論」担当
・日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所講師
・認定社会福祉士機構登録認定社会福祉士暫定スーパーバイザー

山中　達也
Ⅰ．主な研究活動
２．学会発表

・第39回日本自殺予防学会総会2「A 県 B 高校生に継続して実施した自殺予防教育二年目の成果」清
水惠子、清水智嘉、大塚ゆかり、山中達也

３．報告書
・山梨県立大学看護学部研究ジャーナル第1巻第1号「Ａ大学看護学部生に実施した自殺予防教育と

その成果」清水惠子、大塚ゆかり、岡部順子、山中達也、2015年
４．科研費等研究

・連携研究「山梨県内の高校生に実施する自殺予防教育とその成果」研究代表者　清水惠子、挑戦的
萌芽研究、2013年～2015年

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
　⑴　所属　学会・職能団体

・公益社団法人日本精神保健福祉士協会
・山梨県精神保健福祉士協会
・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会
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・日本アルコール関連問題学会
・日本嗜癖行動学会
・日本病院・地域精神医学会

　・日本アルコール関連問題予防研究会
　⑵　役職等

・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会認定スーパーバイザー、2010年～
・川崎市こんにちは赤ちゃん訪問員養成研修（乳児全戸訪問事業）講師、2010年～
・山梨県精神保健福祉士協会理事、教育研修部委員、2013年～
・公益社団法人日本精神保健福祉士協会認定スーパーバイザー、2014年～
・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会研修委員、2014年～
・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会第30回全国研究大会実行委員、

2014年～2015年
・公益社団法人日本精神保健福祉士協会認定成年後見人、2015年～

２．行政・関係団体活動等
・援助者を援助するためのセミナー実行委員会委員（川崎市）、2010年～
・山梨県の精神保健福祉を考える会代表（山梨県）、2011年～
・社会福祉法人川崎ふれあいの会理事・評議員（川崎市）、2013年～
・援助者のためのセルフヘルプグループ「えん」（山梨県）、2014年～

３．研修会・講演会等
・甲斐市障がい者地域自立支援協議会事業所部会研修会「精神障がいを持つ方への援助を考える～か

かわり続けるための10のヒント～」（山梨県）、2014年11月
・大阪保護観察所研修会「援助者のためのセルフケア」（大阪市）、2014年12月
・東京都民生委員児童委員連合会メンタルヘルス研修「対人援助に関わる人のためのメンタルヘルス

～いきいきと民生児童委員活動を続けていくために～」（東京都）、2014年12月
・山梨県子育て支援課研修会「保護者支援の基本を学ぶ」（山梨県）、2015年１月
・甲斐市立双葉中学校「アルコール乱用防止教室」（山梨県）、2015年６月
・山梨県立山梨高等学校「薬物の乱用防止に関する講習会」（山梨県）、2015年７月
・富士吉田市保育協議会研修「保育士としての私と仲間と、その先の存在を大切にするために」（山

梨県）、2015年６月
・甲府市いきいきサロンフォーラム2015基調講演「いきいきサロンでこころも身体もケガなく活動

するために」（山梨県）、2015年10月　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
４．その他
　・山梨日日新聞　電子版　https://www.sannichi.co.jp/
「心の健康かるたで後押し　県立大生作製　学園祭で活用へ」（2015年2月3日掲載）
「メンタルヘルスかるた　どんな内容？」（2015年2月5日掲載）
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𠮷田 雅彦
Ⅰ．主な研究活動
１．著書・論文・作品発表・演奏等
　⑴　論文（共著）

BATHYMETRIC DISTRIBUTION OF BENTHIC MACROINVERTEBRATES IN DEEP LAKE MOTOSU, 
FUJI, FIVE LAKES, JAPAN　European Journal of Environmental Sciences, 5(1). 35-40 (2015)

　⑵　研究ノート（共著）
四尾連湖における陸水学的研究　－2013年度の理化学調査の結果から－ 山梨県立大学人間福祉学
部紀要 10，51-55 (2015)　

Ⅱ．主な社会活動
１．所属学会・職能団体および役職等
　日本陸水学会、日本生化学会、日本農芸化学会、日本陸水学会甲信越支部幹事
２．行政・関係団体活動等
　甲府家庭裁判所参与員
　山梨県立巨摩高等学校スーパーサイエンスハイスクール (SSH) 運営指導委員
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